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た
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さ
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感
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ら

る

ビ

す

る

，
.の

间

顧

こ

を

此

«

論 

を
產
み
來
る
所
以
な
れ
？
世
上
若
し
何
考S
無
智
を
排 

除
す
る
こ
ど
能
は
ざ
々
せ«

"
そ
は
^'
久
忙
安
定
の
K
 

@

を
保
た
ル
？
唯
不
幸
に
し
て
四
圍
恍
形0
.大
瓠
カ
は 

之
を
驅
$

て
反
對
’の
方
向
に
致
さ
す

ん
ば
北
ま
ざ
ら
ん
'

,铬

九

怨

(

四三九}
雜
錄

V
J

す
る
•あ
る
の
み
。

或
國
民
栌
其
舍
*
膚
を
使
用
す
る
の
刺
害
關
係
は
嗔 

夫
れ
自
ら
の
利« :

に
：關
は
s
R

過
.
ぎ
.ざ
る
ビ

同
時
に
、 

他
の
多
數
國
民
が1

時
^

其
金
準
備
を
佚
散
す
る
は其
、
 

筒
々
の
利
害
關
係
の
み
に±

ま
る
可
き
に
6

ら
ず
0

多 

數
國
民
の
使
用
す.る
其
大
な
る
金
は
锻
し
て
如
何
の
方'
 

面
に
致
さ
る
可
ぎ
か'
o

®
時
に
於
て
は
蠱
し
平
時
ょ
り 

も
金
の
需
用
爹
か
ら
ん
、
然
れ
ど

1

朝
劳
し
歐
洲
の#
 

中
央
銀
行
に
し
て
其
數
億0

金
を
称
き
出
す
の
此
む
な 

き
に
至
ら
ば
、
そ
は
そ
も
如
何
の
方
而
に
吸
收
せ
ら
る
. 

可
し》

J

は
す
る
o
 

:
 

.

1

九

|
_四
年
セ
月
末
日
に
於
け
る
重
喪
國
中
央
&
行 

の
金
保
有
高
は
左
0
如
し
^

單
位
碗)

.

、
英
簡
銀
行 

与
八
"

〇
o

〇
、〇
〇
o
 

佛
湖
四
銀
行
，
 

I

六
六
、0
〇
〇
、〇
0

〇 

擺
西£=:

銀
行
：
 

.
H

C

〇
"

〇
o

o

、〇
o

〇 

锔
逸
帝
國
銀
行
丨 

.
六
八
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇 

燜
逸
ウ
ス
要
塞
^

の

戦

資
-

0

>
 

0

0

0

*

0

0

0

.

塊
旬
國
銀
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命
雄
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'四
〇
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.
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0
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V

ラ
ジ
•

ル
政
府
命
庫
一
;

1

o
、q

〇
〇
、〇
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顆
戰
皁
々
是
等
金
準
備
，の.機

關

は

、

僅

，：
に

英

蘭

鈒

行

，及

£

:1

九1

_
案

|?
當
^

1
の

鐘

か

镱

.ふ

 

l

a

S

な
が
る
可
し
。，
渠
等
の
一
は
英
爾
銀
行
以
上
の
金
を 

保
有
し
、
他

のr

も
■

百
大
の
金
を
擁
有
す
る
に
拘&
-

合
糸
國
大
.藏
猎
を
除
く
の
外
、
凡
て.：！

齊
の
且
JE

式
^
 

其

鏹

行

券

又

は

紙

幣

の

兗

換

を

停

止

し

、

.又

英

領

加

奈 

陀
す
f
e
IE

貨
«

換
を
停
止
ず
.る
に
至
れ
f

，否
、
合
衆 

國
の
通
貨
制
度
は
其
运
大
竝
び
な
き
金
保
有
高
を
以
て 

著
大
な
る
金̂

s
ft

輸
出
を
.姐
止
し
ゝ
或
は
那
の
0!
際 

爲
替
上
の
.■平
價
を
維
持
す
る̂

利
用
す
る
.を
許
さ
^
/
る 

も
の
あ
る
な
-0\

0
(一

フ

：

要
す
る
に
：是
等
の
諸
邦
國
は
其
金
，を
.死
藏
し
fs
る
な 

6
.
0渠
等
は
之
：̂
爲
に
金
準
備
を
保
有
し
た
る
-:
大

目

. 

fK
の

1

に
盤
し
愼
重
な
る
金
の
利
用
^
出

で

ず

、
換
言 

す
れ
.ば
外
.國
爲
替
を
'鞏
固
な
&
し
む
る
が
爲
.に
：其

需

用
- 

せ
.ら

るA
,

ぁ
S
ば

、
.隨
時
金
を
放
出
し
.以
、.て
，內
國
通
貨 

の
.
©値
不
動
..を
保
#

す
可
き
，目
'的
^
刺
用
す
る
货
な
が 

々
き
。
'ァ
ル
.デ

.土
ン
チ
シ
.及
ブ
ラ
‘ジ
ル

の
場
合
に
は
金 

準
備
’の
も
の
た
名
恐
ら
{
何
雜
.
0目
的
を
完
う
す
る
と

す
其
咁
ん
じ
て
通
貨
偵
値
の
低
落
を
忍
び
ノ
國
際
的 

契
約
%

康
棄
.
叉
は
危
殆
な
ら
し
む
る
を
敢
て
し
-

M

X

,
 

I

其
金
離
財
政
の
運
用
を
擧
げ
て
混
炖
の
中
に
投
じ
て
猶 

悔
&

ざ
る
も
の
? >

ぅ
し
は
正
^

#

入
越
に
菩
人
の
組
龙
' 

か
貨
幣
政
策
上
最
も
.
不
健
全
'
な
る
»

想
た
る
を
永
く
屢 

j

 

'々
目
賭
せ
し
國
民
的
愛
金
の
性
癖
に
依
6

て
の
み
說
明 

せ
ら
る
.
可
き
も
の
ヒ
すO

南
：米
の
こ
ざ

遂
に
こ
れ
あ
る 

を
期
待
せ
ら
れ
れ
ぢ
，
，而
も
是
れ
あ
る
が
爲
に
斷
じ
.
て
. 

正
.當

視

，せ

ら

る

可

き

U

は

*

&

ざ

る

な

办

O

.訪
(

一)

货
‘幣
價
砥
4»
磘
逛
し
、
爲
#
關
係
4

_
節
し
て
党
獒
^
. 

ら
ん
こ
と
か
欲
せ
ば
-
寒
備
の
述
州
め
.所
謂
茁
統
l
o
d
oH. 

i

れ
る
を
要
す
る
ft
職
な
く
、
ウ
ィ
ザ
I
ス
が
倫
效
4 .
以

一

の
 

■.金

自

由

市

.勘

 free gold m
a
r
k

s., free_market for gold. 

free, 

market in g
o
l
d

打
り
と
し
て
、H

少V

ヤ
ー
が
紐
育
か
以
て
也 

地
位
か
耍
求
せ
る
か
坨
け
ん
と
せ
し
學
間
的
努
カ
の
凼
來
す
る
所 

-

^
之
!;
外
^
ら
^

0す
。，：see Hartley' withers 

M
o
a
e
y
L
’

c
f
s
i
n
s
)

 p
p
.

bi
7
1174 

; 

W
.
H
P
d
s
^
H 

WSCHexv JEIesents o-r

yoreign

'.,'EXCIKmge,'pp-.M.26,,127

.
1か
は
ち
れ
ど
同
.時
に
之
か
以
て
#
て
ゴ
タ
シH

ゾ
卿
が
英
勘
紐
行 

I:
於
け
る
.ニ
千
^
辟
.の
も
の
?:
.ろ
、

.一
般
‘民
衆
の
財
漉
中
の
ニ
千
五 

宵
掷
磅
ム
り
も
_
備

と
し
て 
一
•
層

大

尨

み

愤

値

め

リ
と
す
と
謂
ひ
、 

又
近
く n 

n

>1
/
ソ
ジ
が
英
蘭
餓
行
|1
侬
り
保
布
ぜ
ら
れ
|;
る
.金
货
ば 

§

^

^
値

|-
依
ザ
丧
彰
.せ
ら
れ
?:
る
同
額
|1
比

較

し

"

太

興

王

國
 

に
對
し
弋
一
層
氐
太
*
る
逋
玻
か
^

^
す
る
1
'の
な
り
と
繭
じ
れ
.る 

思
潮V

矛
腐
せ
る
も
の
と
黎
做
.す
、
-と

能
は
ずO 

t
o
s 

Goschen, 

Essays, a
n
d

 Addresses o
n Econoirdc Question, pp. 1G2'/113 

;

H
Co
. Nicholson, 

M
o
n
e
y
,

 

p
.
'
3
w 

前
逝
^
實
行
し
つ
づ
後
潘
の
.
w的
%
党
ぅ
•マ
る
の
一
點L

L

お
い
て
文 

明
國
'の
金
^

#
政
览
の
规
㈣
II
存
在
T
石
も
の
相

れ
ば
.な
り
。

(

ニ
.

)

此
點
は
ァ
;v
r
リ、

ンチ丨ヲソ

r

潔
急
飢
货
法
及
聯
邦 

準
備
法
'の
邀
;1
1

^
相
交
.渉
す
0
エ

卜

ゥ

ィ

ゾ

。
ゥ

.ナ
ル
タ
！
0
夕
ゾ
.メ 

ヲ
I
が
'同
認
に
锻
稿
せ
:s
合
.衆
國
U
於
け
る
•緊
急
妞
货
の
狨
行
な
る 

一
小
過
|-
之
^
盡
せ
り
。

，s€e 

E. 

.w. 

K
emme

r
e
r
, 

Issue 

of 

■
Emergencyo5rrencv 'in th.e Unitea states.

ニ
ぺ

.

然
れ
ど
爾
餘
の
諸
國
は.果
し
て
何
を
考
量
し
つ、
P

 

る

や

。

渠

等

交

，
戰

國

の

：

場

合
a

於
ャ
は
恐
ら
く
金
準
備 

©

第
一
一
目
的
、
，

.即
ち
金
以
外
の
何
物
も
支
挪
用R
受
領

せ
ら
れ
ざ
る
ビ
.き
之
を
以
て
海
外
ょ
i
す
る
緊
i>
0
货 

物
購
買
に
宄
つ
可
&
資
金
を
準
備
し
つ 

>
あ
る
な
る
可

し 
o
'
, 

. 

.

•

— 

• 

< 

.

、

：

囘
顧
す
れ
ば
名
著
涔
國
富
論1

中
最
も
光
彩
に
富
め 

\

る1

«

K

於
て

鴻
儒
r

ダ
ム
•
ヌ

ミ
メ
はr

渠
の
時

代

亿 

|

於
て
す
ら
、

j

國
を
し
て
外
戰
を
行
は
し
む
る
に
金
額 

を
蒐
集
す
る
の
必
要
極
め
て
稀
な
る
可
き
を
論
斷
し
れ 

I

り
|

_

ぐ
1

過
ぐ
る
英
怫
：戰
爭
■に
英
國
の
#
せ
る
所
實

|

^
九
千
萬
機
を
超
^

^

6
 

0 
-

-
-

-
さ
れ
ど
此
戰
4|

の
三
分
0
1
1以
上
は
海
外
諸
地
域
即
ち
獨
逸
，
«

萄
牙
、 

亜
米
利
加
、
地
中
海
諸
港
、
東
洋
方
面
及
西
印
度
等
に
於 

|

て
费
さ
れ
た
る
な&
o
 
.
.當
#
英
蘭
土
の
王
公
に
し
て
平 

\

常
戰
：寶
を
堆
積
し
居
れ
る
も
の
あ
ら
す
ど
す
ベ
し
ど

o
.

 

我
國
が
第
十
八
世
紀
の
中
葉
に
於
て
旣
に
祭
何
の
戰
锻 

を
支
出
す
る
に
：耐
べ
た.る

や
を
牢
記
す
可
しO

且
M

*
 

な
.る

金

.銀

の

翁

助

杞

俟

炫

ず

し

て
：斯
る
經
凝
を
如
何
に' 

長
&
に
S
.
6.
て
調

達

し

得

.る

の

能

力

を

有

せ

し

や

を

法
 

意
す
可
き
な
h

o
?,
れ
と
楚
等
の
：こ
ミ
他
交
戦
國
に
あ
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鼬
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第

九

怨

S

四
ニ)

雜

錄

1

九一.

四
牟
來
に
f

:產
め
將
來
^
憶
：4
,

5
,て
そ
も
如
何
な
石
程
度
ま
で
眞
な
る
可
&

9 (

一)

.

ァ

/
.
.
ム

•
メ
ミ

ス
：
は

鹿

^

其

論

證

し

作

る

所

を

制

限
 

し

て
！！！

く 

r

ヒ

ー

ム.坂

«

屢

々

古

代

英

蘭

土

の

諸

王

公
 

の

"

故

障

な

く

長

期

の

外

怔

に

從

ふ

こ

S
能
は
ざ
6
し 

を
言
へ
t

常
年
に
於
け
る
英
國
义
は
興
域
に
怔
衣
を 

暴

露

せ

る

其®:
隊

の

諸

給

與

に

充

て

堪

需

品

を

購

ふ

可
 

き
資
金
を
有
せ
ざ
.

CV

し
の
み
.な
&

す
*
國
内
消
赘
を
割 

き
て
輸
送
す
可
き
多
量
の
農
作
物
を
剩
さ
ず
、
半
製
品 

を
供
^
す
る
の
カ
も
亦
充
實
せ
ざ
り
き
0

而
も
是
等
の

物
資
の
輸
送
に
は
E
額
の
經
®

を
須
要
ど
すo

.

.

.-

さ
れ
ば
斯
る
邦
國
R
於
け
る
哲
中
；は
此
種
緊
急
の
需
用 

に
*
す

る

唯

〗

の
資
財V

J

し
て
>
槪
ね
金
銀
を
集
猜
す 

る
に
努
カ
す
.る
な
6

0
か
の
韃
姐
諸
酋
長
の
凡
て
戰
»

博

識

な

气

31
に
之
に
加
へ
て
現
代
^
於
て
は
漭
し
普
.

..
©

西
：國

王

の

獨

.'
^
戦
»
を
貯
ふ
を
除
外
す
れ
ば
-
豫
め 

金

銀

を

宽

集

し

骰

く

.
の

習

俗

は

今

氕

旣

に

歐

羅

巴

諸

國
 

T
.の
f
事
.政

策
0
:
,
.
'

】

；
：
部'分

す

ら‘
^

q

め

ざ

る-を

見
.'る
.に

.
至

七
八

れ
ち
S

喝
破
す
史
腺
炬
の
如
く
燉
仰
寒it
禁
じ
能
は
ざ 

る
も
の
な
ぐ
ん
ば
わs
1>
o
?>
V

善
謀
せ
る
戦
寶

w
a
r

t
x
e
a
s
u
r
f

 K
r
i
e
g
s
s
c
h
a
t
z
e
s

の
蒐
集
に
就
て
普#

西
國 

王
は
爾
來
悠
久
ft

る
百
五
十
年
後
の
今
日R
於
て
す
&
 

猶
建
國
规
想
の
織
績
を
例
證
す

o

 

(

三)

然
れ
と
其
他
の 

君

主

：に

茧

々

で

は

.中

央

銀

行

及

之

に

對

す

る

支

配

カ

に 

依
ゲ
均
し
ぐ
戰
寶
堆
積
の
業
を
完
ぅ
す
る
な
6

0
 (

四〕 

是
の
故
に
ア
ダ
ム
*
ス
ミ
ス
の
所
見
に
從
へ
ば
遠
き 

過

去

ど

低

級

文

明

國
-̂
を

象

徵

す

る

も

の

ど

せ

る

折

る 

狀
態
寧
ろ
適
當
に̂

修
せ
&
れ
た
る
此
糊
狀
態
は
ゝ
令 

も

猶

近

世

國

民

^

影

響

を

及

ぼ

し

且

戰

寶

の

準

備

を

し 

て
近
世
戰
淨
i'
c

有
用
な
&
し
め
得
る
や
否
や
を
考
駿
せ 

ざ
る
可
ら
ず
o

按
ず
.る
^

近
世
戰
爭
のI

層
究
全
な
る 

商
業
的
封
©
、
殊
代
徵
兵
制
傷
に
於
て
現
に
戰
淨
の 

齋

ち

せ

る

產

業

的

活

動

の

非

常

な

'る

減

退

及

戰

带

が

本 

國
.に

近

き»

域
^

行

は

る

、
場

合

に

於

：て

す

£

海

外

ょ 

6

或
重
要
な
る
M

料
品
、•
食
料
品
の
供
給
を̂

{

可

き
'
. 

絕

對

的

必

、耍

等

の
事

赞

は

茲
R

相
俟
ち
て
戰
爭
の
比
較

| I . 
.1.

議i  
_

.1
I

I.P

I i
I  ：

.1 I
I I
gl

i i
I  ]
p ネ

m
I I
i i
i 見 

8 ! 
I 奪

顏

i

.
^

^後

趣

化

當

务

.
：

1
.

國
..を
し
..て
.金
を
以
.て
す
..る(

R

あ.A-sv.

. 

ぎ
れ
ば
絕
對
に
海
外
の
供
給
を
受
け_

は
ざ
&

1>

tr
令
' 

R

至
る
.こ

ど
'̂

る
，可
し
o
.

,
露
西
獨
逸
及
澳
匈
國
の
場
合
に
¥

は—

' | 

方
に
於
て
未
だ
興
通
貨
の
猶
價
値
低
減
を
現
さ
>
る
怫 

、蘭
西
に
至
て
は
縱
ひ
將
來
非
常
の
重
婴
を
加
ふ
る
に 

至
る
可
き
こ
ど
あ
る
可
し
ど
は
謂
へ
、
.今
日
猶
ー
間
題 

ど
す
る
に
は
比
較
緊
急
な
&

ず
S

す~

-予
は
玆
に
ニ 

.
個
の
概
括
的
結
論
に
到
遂
し
ず
可
き
を
? 1

ゆ
0
 

ベ
 

露
獨
換
三
國
は
其
巨
大
な
る
金
'準
備
を
保
有
す
る
に
一 

拘
&

す
、
平
常
之
が
爲
に
金
準
備
貯
藏
を
合
理
的
な
ら 

し
む
る
の
ニ
目
的
の
，

I
,

を
故
.

&

に
廢
藜
し
て
顧
み
ざ

々
 

き
。
渠
等
は
開
戦
以
後
卑
忙
の
短
期
日
內
に
於
て
各
其 

，通
貨
が
爲
懸
相
場
に
依
り
测
定
す
れ
ば
海
外
支
拂
の
目
：

j 

的
上

1

割
を
下
ら
ざ
る
低
落
を
爲
す
を
看
過
し
た
る
な 

i

o

x

s:)

獨
逸
の
場
合
に
於
て
は
金
準
備
の
も
の
れ
る 

潦
近
遠
謀
せ
る
努
力
ど
敢
然
た
る
政
策
^
の
結
果
著
大 

め
增
加
を
示
.
せ
.

る
世
人
0

汎
ィ
知
る
所
な
])
:

;

.

oさ
れ
« '

.

第
九
怨
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ニ
四
四
1

3

雜
.

.錄

此
E

額
の
黄
金
を
.保

有

す

る

：
の
、
名

聲

轉

來

せ

し

め

：
. 

得
可
き
：-
切
の
心
理
的
利
益.を

除

き

、
，
是

等

の

金

準

備
 

.は
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ざ
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ざ
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の
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外

ょ
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す
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必
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輸
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を
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す
る
も
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金
以
外
何
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以
て
す
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達
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1

き
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敢
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し
て
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金
準
備
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さ
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す
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の
企
圖
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除
け
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た
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目
的
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有
す
可
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又
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邦
國
の
當
局
者
に
し
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斯
る
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確
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な
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意
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せ
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す
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四
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勢
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至
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驅
ぅ
て
兹
に
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さ
し
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中
ん
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ざ
&
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0
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々
爲
替
相
場
低
落
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の
た
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用
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掼
し
銀
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に
不
利
不
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を
與
ふ
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に
止
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&
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し
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、
實
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海
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ょ
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す
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入
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困
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&
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む
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難
な
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む
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徵

若

く
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前
 

兆
た
.る
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す
o

何
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輸
出
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以
て
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支
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ざ
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は
ざ
る
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狀
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潘
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上
文
に
記
す
る
所
を
喪
言
す
れ
ば
世
界
無
前
め
大
戰 

领
の
敵
昧
方
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し
て
今
や
遠
く®

3

て
其
菩
ふ
る
所
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金
-を

吐

き

出
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又
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^

I

M^ :
^

^
 

す
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情
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せ
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ざ
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.
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備
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す
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.渭
滴
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旣
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始
ま
れ
る
を
示
し
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あ
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t
 J

月

始
 

め
露
.西
35
の
偷
敦
K

對

し

七

百

萬

磅

を

橫

送

せ

.る

旨

の 

極
め
て
意
味
深
き
報
導
に
接
す
る
ミ
同
時
に
、
獨

逸

も 

土
耳
古
に
向
け
]?
.大
の
金
を
輸
出
.せ
P

ど
推
测
せ
ら 

.れ
、
又
最
近
ァ
ム
ス
え
ル
ダ
ム
に
も
金
の
輸
送
あ6
し 

'ビ
の
風
評
を
傅
ふ
。一

步
を
讓
て
以
上
の
未
だ
眞
な 

.
&ざ
る
を
假
定
す
る
も
其
早
晚
到來
す
可
き
は
疑
を
容 

H
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ど
す
o

吾
人
'は
日
々
に
露
西
35
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、
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逸
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換
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將
^

亦

^

闘
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延

せ

ん

に
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怫

蘭

西

よ
 

;
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確
固
れ
る
金
の
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湔
の
流
れ
の
發
す
可
き
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彻
せ
ざ
る
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#

ざ
る
な
b
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,
,

此
金
は
そ
も
何
人
の
取A
る
、
所
ビ
な
る
か
0

何
處 

k

流
れ
何
處
に
行
く
やo

*
界
は
旣
R

金
に
食
傷
し
其 

IL
.
S
勘
に
®

せ
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.今
世
界
©

«

.用
す
.る
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.の
は
金
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龄
K

あ
ら
ず
し
て
貨
物
に
あ
ぅo
名
れ
ば
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近
十
31
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0新
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金
の
斯
る
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額
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貨
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に
於
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濰

錄

變
化
を
喚
起
せ
ず
し
て
、
自
然
汹̂
る
新
需
躱
^
侬
办 

.，故

障

な

，
ぐ

撒

收

せ

&

れ
た
.る
：S
同
：1
方
法
に
於
;1
:
、'
此 

金
'の
:̂
流
を
吸
收
し
得
可.

も̂
0
:
_を
信
發
中
0 

金
需
要
の
可
能
的
資
源
を
同
想
す
る
は
此
場
合
間
文 

宇
に
ぁ
ら
ず
.0
:寧
ろ
金
の
使
用
を
節
約
し
得
可
き
新
銀 

行
制
度
杞
今
や
發
途
せ
ん
ど
す
る
北
来
合
衆
國
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.

旣
.に
其
適
當
なる

貨
幣
制
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の
■

«

に
は
充
分
な
る
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保
有
高
を
有
ず
る
ぁ&
て

、
，
其

れ
以

上

，
の

金

流

入

を

須
 

要
K

せ
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加
奈
陀
及

南

米
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國

の

金吸

收
の
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力
殊
に
後
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の
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し
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海
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ょ
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受
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得
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治
せ
ら
る
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な
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な
き
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論
な
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藍
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眞
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遊
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資
本
の
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带
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の
需
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收
せ
ら
れ
、
減
提
せ 

&

れ
た
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今
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の
狀
況
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以
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し
、
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退
等
の
债
務
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來
る
可
§
近
念
將
來
に
於
ヤ
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齋
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入
れ
得
る
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地

位

^
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&
ざ
る

可
き
は
明
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な
れ
ば
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0
唯
過
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離
資
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の
幻
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産
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來
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融
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康
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ぁ
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な
&

锘
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敏
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梂
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.
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界
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す
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&
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ら
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巡
.せ
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食
傷
せ
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ひ
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數

i
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於
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:

さ
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可
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ぐ

此
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界
が
眞
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資
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c
a
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i
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.
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缺
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し
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の
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此
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融
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安
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瓦
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端
な
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縦
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；
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可
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到
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の
驥
墦
に
败
し
て
、
.往
外
珀
货
邮
度
の 

廢

Jb
此
秋
r-
あ
名
か
饊
ず
^
所
以
な
り
0
.證
漪
恐
く
は
ゥ
ィ
ザ
，丨
ズ 

.の
，名
蜜f

貨

幣

の

繁J

中
の 

一0
^
て
、
氏
が
本
邦
吹
幣
制
^
自 

し
て
金
爲
餅
位
制gold eMciLange standard 

‘
施
行
マ
る
も
？) 

わ
る
4
論
斷
せ
る
：條
り.わ
み
如
級
觅
し
?;
名
な
ら
ん
0
菇
れ 

一
W
U 

於
て
は
ケ
ー
ノ

ス
が「

印
.度
.の
-財
-政
、及
纽
货」

中
.じ
雜

.
述

せ

し

が

如

吾
 

刺

益

の

伴

ふ

こ

W

わ
名
可
し
と
雖
も
、
こ

11
:
金

爲

替

本

位

制
!:
於

て 

す
ら
锻
撒
識
あ
み
所t
u
'
擺
す
芯
■も
の
|:
ら
ざ
*
0
_4*
得
ず
o
苦
人
ば
須 

.
ら
ぐ
此
機
會
に
於.て
，
タ

—

ザ
'丨
.ス
%
踏
.見
^
啓
發
し
> 
其
來
る
可
-吾

： 

新
版
|-
於
て
之
如
|)
*
'
&せ
ら
る
部
务
に
览
物
软
婴
跃
で
せ
ん.；
、
^
.

婼

九

艘

(

四
四
七)

雜

錄

ふ
ち
の
^
?
'
^
。

see wi^ers, IMionefdlangilig, 

?
<»
•

訪
.
.
.
.
■

(

三)

此
點
ゥ
ィ
ザ
ー■
ス
の
地
金
，
餅
市
湯

.の
：記
.
述
か
黎
照
，す
坪 

し
。see Ibid., p

p
.
166 168.

註

(

四
}

ア
1
ゲ
ィ
ゾ
，グ
*
フ
ィ
ツ
3/
ヤ
ー
の
大
密「

货
幣
の
購
^

‘

,

力」

の
大
目
的
の
，一t

¥

u故
.

ll.

花
づ
て
栝
•す
。(

高
城
氏m
述
.

.

S

幣
と
.物
儇j

粮

十

秦

辑

五

節

、i

w

.

i

l
 

0

少
く
ビ
も
リ
カ
ー
f

丨
の
時
代
以
降
多
數
經
濟
學
翁- 

は
諸
文
明
國
が
貨
幣
本
位
の
動
搖
の
其
支
配
權
內
に
存
. 

す
る
場
合
'に
於
：て
®

適
芷
な
る
抑
制
を
加
べ
す
、
之
を
. 

赴
<

.

ま
\
に
放
任
す
る
に
依
無
益
從
興
純
會
及
經 

濟
制
度
の
急
激
且
專
齬
な
る
攪
亂
记
對
し
*

邦
國
を
暴
. 

露
せ
.
る
を
信
じ
た
6

1

0

而
.：て
縱
ひ
到
底
完
全
を
以
r t 

链
す
可
&

ず
e

は謂
..

へ
、
'少
く
^
も
現
茌
吾
人
の
有
す 

る
も
の
ょ
り
は”1

層
善
美
な
る
の
貨
幣
本
位
の
貨
幣
を
：
 

調
節
す
る
の
方
法
を
案
出
す
る
，は

0
'̂

レ

も

至
難
の
_
、
 

に
? >

を
中
0

'

通
貨
の
諸
問
題
を
1

す
る
に
は
、
先
づ 

■
1

:
般
民
衆
を
し
て
斯
く
あ
る
可
备
を
確
信
せ
し
む
る

0 

依
h

で
藤
實
行
の
途
^

就
き
得
る
も
の
せ
す
。

2

>
:

間

第
四
練 

八ni
}

九
一
四
年
來
|;
當
リ
金
融
の
將
來
か
憶
ふ



第
九
^

(

四
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雜

錄
'
 

|

九

.

|

四
年
來

U
當
リ
金
融
の
.將
..來
を
憶
ふ

箱
四
號

八
四

題
の
挪
論
上
及
學
問
上
の
部
分
ば
旣
に
解
決
せ
ら
れ
.た 

P

 

0
喉
意
思
ビ
確
信
ど
の
末
だ
來
ら
ざ
る
の
み‘o
x -
此 

大
業
た
る

，
政
治
家
及
金
融
家
社#,
に
餘
ぅ
多
く
を
依
賴 

す
可
ら
ず
0

藍
し
斯
る
變
革
の
も
の
^
る
渠
等
も
亦
大 

多
數
民
人
ビ
同
じ
く
其
注
意
を
逸
し̂

き
題
：

m

た
れ
ば 

な
办
o 

■

通
貨
に
關
す
る
大
多
數
の
革
新
ど
殆
ど
凡
て
の
僻
論
的 

思
辯
ど
は
腐
劣
見
危
險
に
し
て
、
深
き
不
信
の
檩
的
れ 

る
も
の
勘
な
か
ら
す
。
而
て
此
問
題
の
特
殊
研
究
を
爲 

さ
k

る
の
多
數
人
士
に
對
し
て
は
正
»
»
別
し
雛
く
智 

愚
分
割
し
難
か
&

ん
ど
す
0

さ

れ

と

金

本

位

制

の

根

.猫 

を
震
搣
す
る
の1

大
闕
圆
的
變
化
は
吾
人
を
擁
し
て
芷 

游
を
明
別
す
る
の
必
要
な
る
を
訓
ゆ
る
も
の
6

る
な 

h
y
o是

の
故
に
現
下
戰
讲
、
寧
ろ
戰
爭
の
獅
久
す
る
に
此 

例
し
て
益
.々
爾
が
? >

る

可

き

戰

帮

の

有

.
^
得

可

き

結

果

の
V

の
た
る

-
-
予
は
未
だ
其
確
炉
ぢ
し
き
を
確
：信

す

.

ビ

t
t言

明

し

能

は

中
—

；本

位

，の

竑

國

瞭

的
.
商

の

t

に
世
界
の
重
要
諸
國
を
張
制
す
る
忙
6

る
可
き
を
思
：ふ 

金
が
遂
忙
吾
人
々
類
.の
上
に
揮
へ
る
馮
專
制
的
支
配
權 

ょ
&

廢
棄
.
.せ
ら
れ
？ 

1

立

憲

君

主

の

地

位

に

下

&
.
立
つ 

;

こ
ど
に
し
で
し
果
し
て
現
國
民
的
抗
爭
の
戰
後
影 

響
の

T

た
る
こ
ど
の
立
證
せ
ら
れ
ん
に
は
"
始
め
て
光 

輝
わ
る
貨
幣
史
の一

:

澌
章
は
開
か
る
、
.
な
る
可
し
o

人 

類
は
今
や
其
谷
自
の
希
蕻
に
依
り
其
資
逄
を
支
配
す
可
. 

き
勢
カ
に
於
て
自
治
體
一
の
到
達
に
.

1

般
の
E

步
を
運 

ぶ
な
ら
ん
0

然
ら
んW

き
吾
人
は
前
時
代
の
#

徵
ど
し
' 

て
過
去
の
史
的
事
件
の
上
；

微
妙
に
し
て
深
玄
な
る 

丑
無
心
に
し
て
屢
々
看
せ
ら
れ
た
る
貴
金
颶
の
各
般
勢 

カ
を
記
錄
せ
ん
る
欲
す
。
新
し
き
龍
は
胃
險
者
の
暴
力 

ょ
り
金
の
フ
リ
ー
ス
を
防
謎
す
可
き
新
し
&

コ
ル
テ
ス 

に
建
設
せ
ら
る
、
な
る
可
し
o
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(
大
疋
调
年
三
月
七
日
稿
}ソ

註

' 
へ
ニ
.
.
.
>
:
:
.
:

經
務
齒
.設
.敌
.に
.纽
留
_政
..策
の
_改
善
な
饺
す
る
.
^
.
の
缀
.
 ̂.

wレfj
I
3
I
1I

h
I
1
I
1
fm

I

:i ：
I ：：
I'
I , 

1 ： 

義:

I .

l i  

_ :

1

I
I
cl

In
I
圓
い-パ

く
此
速
大
^
ん
;«
意
か
須
要
と
す
*
晋
人
之
^
フ

イ

タ

シ

ャ

ー
I-
見 

x
r V

丨
ゾ
ス
じ
同
じ
令
用
意
资
悟
如
發
煺
す
る
な
り
尸
了
丨
'y
ヤ
/V 

の
曾
て
'經
濟
的
，施
缺
の
改
善
は
漸
池
的
奵
る
か
性
格
と
マ
と
說
さ
、

「

自
然
は
飛
踏
せ
■ず」

-̂atara n
on facit salturQ..

と
は
窗
1
1自

然
界
の
現
象
1

1

眼
ら
ざ
^
可
き
%
萵
調
マ
、
1

MarslialV 

S
O
I 

ciples of Economics, p. 2
4
9
.

治
兩
氏
の
提
案
1
1付
仙
用
意
.め
. 

り
*

.E
L
予
の
見
る
所
^
以
て
す
れ
ば
ケ
ー
ゾ
ス
の
調
節
せ
ら
れ
た
る

货
幣
本
位
の
遝
に
必
范
の
勢
れ
る
‘
說
く
じ
侬
り
て
苏
意
味
す
る
所 

は
正
に
フ
イ
、ソ

-y
ャ

ー

の’「

補
疋
せ
ら
れ

r:
る

卯」

，
の

精

神

！
！
共

嗚

マ

^
も
の
?:
る
可
き
か
思
ふ
。
但
し
後
卷
が
紳
乎
れ
ろ
金
爲
替
本
位 

の
擴
猥
補

JE
ド
あ
る
に
反
し
、
前
遨
が
金
货
流
迎
に
對
す
る
態
度
は 

此
ー
文
に
依
リ
て
は
金
く
解
し
得
可
ら
ず
。
然
丨
乍
ら
ヶ
ー
ゾ
ス
の
' 

「

印
度
の
通
幣
及
金
融」

|-
示
せ
る
思
.想
か
以
て
之
か
類
推
し
得
可
し 

と
,

§
k
ば
少
く
と
も
^:
谣
鞒
木
位
制
を
骨
子
と
す
る
の
國
際
的
協 

商
^
激
味
オ
る
も
の
?:
る
は
藍
し
爭
ふ
可
ら
ず
と
す
。

フ
イ
ツ
グ
ャ 

1
の
a
說
虫
眼
提
案
*し
妫
て
は
耽
に
高
城
ド
ク
ト
JV
の
提
短
篇
数
十 

,
之
^
明
徴Ll

し
て
蹄
議
を
遺
せ
ず
"
箝
く
It
木
嵇
%
證
む
の
人
很
れ 

典

未

だ

粗

浆

な

る

形

式

に

肉

付

く

槊

镫

の

へ

ざ

る

可

し

‘ 

銪

(

二)

ア
ツ
y 

H
v
l
lt
其
近t?'u

於
て
ハ
ー
パー

ト
。
ス
ペ
ゾ
サ 

1
の「

人
類
對
國
家
し
じ
示
さ
れ
れ
る
ホ
、ソ
ブ
ス
の
所
謂「

總
て
の
人 

1:
.斜
マ
る
凡
て
の
人
の
辦
1 1」

'!
?
1
1
_ 

o
m

g.
u
m contra i

n
e
s
.

の 

,
思
湖
か
排
す
る
の
辯
詆
r~
m
丈
の
炖
虹
か
描
げ

.?
:
り

藎

し

‘此
意
味
に 

外
^
ら

ず

と

す。
§
 w.

 J. A
S
E
e
y
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 T
h
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r
g
a
n

T* 

zation 

of 
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9
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雜

錄

福

田

博

士

に

容

ふ',

リ
福
田
博
士―

答
ぶ

.

”

:

岡
. :

麗
' ,

ー
雄

願
田
博
士
は
眼
年
十一

一
月
ょ
b

三
同
に
苴
h

本
誌
^ . 

於

て

r

歐
洲
戰
亂
期
に
於
け
る
英
#
兩
國
大
小
農
制
度 

一
R

關
す
る
ア
ー
サ
1

ヤ
ン
グ
の
研
究」

な
る
問
題
の
下
. 

k

ff
l

々
硏
究
の
結
果
を
發
表
せ
ら
れ
れ
6

而
し
て
興
0
 

中
本
年
一 
'月
號
第
四
：十
七
頁
に
於
て
佘
が
昨
年
社
#
政 

策
學
會
第
八
囘
大
會
に
於
て
な
せ
し
講
演
に
論
及
し
. 

「

高
岡
博
士
が
我
邦
農
民
の
耕
地
面
積
の
小
に
過
ぐ
る 

を
論
し
；半
均
1

町
四
反
の
而
橫
な
か
る
可
か
ら
ず
€

主
. 

，張
せ
ら
る
、
も
の
.成
は
農
民一

家
の
生
計
を
標
準
ど
し 

て
立
論
t

ら
る
A

R

I >

ら
ざ
る
か
锻
し
て
然
ぅ
e

す
れ
' 

ば
予
は
遽
が
に
其
論
の
全
部
に
賛
和
す
る
を
得
ず」

ビ 

論
せ
ト
博
士
が
ヤ
ン
グ
に
付
さ
て
論
ず
る
に
當
6

余
の 

\

報
吿
に
迄
論
及
せ
ら
れ
し
は
佘
の
威
謝
す
る
所
な
り
佘
. 

は
常
に
本
邦
小
農
民
の
耕
作
面
穑
が
餘
6

に
狭
少
に
失 

す
る
弊
を
見
之
を
櫥
張
せ
ざ
る
可
か
も
ざ
る
必
要
を
認 

め
居
る
を
以
て
昨
年
の
社
會
政
策
學
會
の
大
會
に
於
て 

も
小
農
保
’騰
策
^

し
で
'
賞

き

を

此

點

.
^
嚴

ぎ

て

立

論

せ
 

し
は
事
實
仏
-

^

然
ぅ
^

酿

余

は

懷

士

の

說

か

る

、
如

く

第

四

號
.

.

八

五
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